
文
月
に
思
う

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も
ド
イ
ツ
優

勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
「
い
ゃ
ー
、

強
か
っ
た
。
」
改
め
て
世
界
レ
ベ

ル
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
気
が
し
ま

す
ね
。
さ
て
、
都
議
会
で
の
セ
ク

ハ
ラ
ヤ
ジ
問
題
や
11
日
に
辞
職
し

た
、
前
兵
庫
県
議
の
野
々
村
竜
太

郎
氏
に
よ
る
政
務
活
動
費
の
不
自

然
支
出
問
題
な
ど
地
方
議
員
の
資

質
が
問
い
直
さ
れ
る
事
態
が
続
い

て
い
ま
す
。
性
差
に
起
因
す
る
女

性
蔑
視
ヤ
ジ
は
言
語
道
断
で
す
し
、

政
務
活
動
費
の
不
自
然
支
出
も
悪

意
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
私

は
初
当
選
以
来
、
政
務
活
動
費
の

全
面
公
開
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
問
題
は
、
適
正
に
執
行
し

て
い
た
ら
あ
り
得
な
い
問
題
で
す
。

６
月
定
例
会

主
な
内
容

上
田
知
事
の
提
案
説
明
の
中
で
、

桂
宮
宜
仁
親
王
殿
下
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
す
る
と
共
に
始
ま
っ
た
６

月
議
会
は
、
２
月
の
大
雪
被
害
対

応
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の

28
議
案
を
可
決
し
11
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。

補
正
予
算
で
は
、
被
災
し
た
農

業
生
産
施
設
の
解
体
〜
再
建
に
か

か
る
国
の
補
助
対
象
の
拡
大
に
よ

る
、
県
と
し
て
の
追
加
対
応
予
算

や
、
彩
の
国
く
ま
が
や
ド
ー
ム
を
、

今
回
と
同
程
度
の
大
雪
に
も
耐
え

う
る
施
設
と
す
る
た
め
の
工
法
変

更
に
伴
う
事
業
費
の
増
額
な
ど
に

よ
る
１
４
９
億
７
５
２
万
円
の
増

額
が
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
大
宮
合
同
庁
舎
の
土

地
と
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
役
所
別

館
の
土
地
の
交
換
議
案
も
可
決
し
、

さ
い
た
ま
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
も

好
影
響
が
あ
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

意
見
書
・
決
議
で
は
、
国
に

「
手
話
言
語
法
」
の
早
期
制
定
を

求
め
る
意
見
書
や
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
本

県
招
致
の
決
議
な

ど
11
件
を
可
決
し

ま
し
た
。
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「
な
か
や
し
き
の
思
い
」

健
康
志
向
の
中
で
大
人
気
の

自
転
車
で
す
が
、
増
加
す
る
自

転
車
事
故
は
本
県
で
も
大
き
な

課
題
で
す
。
昨
年
の
12
月
１
日

か
ら
は
、
今
ま
で
ど
ち
ら
を
通

行
し
て
も
か
ま
わ
な
か
っ
た
歩

道
が
な
い
道
路
の
路
側
帯
も
、

左
側
の
み
に
限
定
さ
れ
た
の
を

皆
さ
ん
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

自
転
車
に
関
す
る
ル
ー
ル
改
正

も
多
い
よ
う
で
す
、
ご
注
意
を
。

Ｑ
県
は
、
通
学
途
中
の
児

童
の
安
全
を
図
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
歩
道
の
な
い
通
学

路
を
緑
に
塗
る
「
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
」
事
業
を
進
め
て
い
る
が
、

こ
の
事
業
と
同
時
に
「
自
転
車

ナ
ビ
ラ
イ
ン
」
と
い
う
矢
羽
サ

イ
ン

を
車
道
左
側
に
付

け
、
自
転
車
の
通
行
位
置
を
明

示
し
左
側
通
行
ル
ー
ル
の
徹
底

を
図
る
こ
と
で
、
事
故
削
減
に

繋
げ
た
ら
と
考
え
る
が
如
何
か
？

刷
新
の
会

菅
原
文
仁
議
員

代
表
的
な
質
問
項
目

◎
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と
自
転

車
ナ
ビ
ラ
イ
ン
の
整
備
を

Ａ
《
上
田
知
事
答
弁
要
旨
》

提
案
を
頂
い
た
、
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
を
整
備
す
る
県
管
理

道
路
は
、
交
通
量
が
多
く
車
道

幅
員
に
余
裕
の
な
い
所
が
多
い
。

そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
自
転

車
ナ
ビ
ラ
イ
ン
の
整
備
は
、
交

通
量
の
少
な
い
道
路
が
中
心
に

な
る
と
思
う
。
今
後
、
市
町
村

策
定
の
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

計
画
の
中
で
県
も
し
っ
か
り
と

連
携
し
、
自
転
車
ナ
ビ
ラ
イ
ン

の
活
用
法
に
つ
い
て
積
極
的
に

研
究
し
て
い
く
。

Ｑ
副
反
応
の
相
次
ぐ
報
告

に
よ
り
、
本
県
で
は
接

種
勧
奨
を
控
え
る
措
置
を
取
っ

て
い
る
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

だ
が
、
副
反
応
の
報
告
件
数
と

措
置
後
の
接
種
状
況
は
ど
う
か
？

ま
た
、
被
害
者
負
担
の
診
断
書

費
用
を
支
援
で
き
な
い
か
？
そ

し
て
、
副
反
応
被
害
で
学
校
に

登
校
で
き
な
い
生
徒
に
対
す
る
、

県
教
育
委
員
会
と
し
て
の
支
援

体
制
は
如
何
か
？
。

刷
新
の
会

井
上

航
議
員

代
表
的
な
質
問
項
目

◎
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
者
の
支
援
は
？

Ａ
《
石
川
保
健
医
療
部
長
・

関
根
教
育
長
答
弁
要
旨
》

副
反
応
の
報
告
数
は
、
直
近

の
14
カ
月
で
29
件
。
接
種
は
、

措
置
後
の
9
カ
月
で
４
３
０
２

回
。
診
断
書
費
用
に
つ
い
て
は

他
の
予
防
接
種
同
様
に
本
人
負

担
で
あ
る
。
国
に
対
し
て
、
原

因
の
究
明
と
治
療
法
の
確
立
を

強
く
求
め
て
行
く
。

県
教
委
は
、
現
場
の
教
員
が

生
徒
に
適
切
な
対
応
が
と
れ
る

よ
う
に
、
研
修
を
通
し
て
症
状

に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
く
。

「
な
か
や
し
き
の
思
い
」

平
成
21
年
末
か
ら
販
売
さ
れ

て
い
る
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
。

接
種
後
の
副
反
応
と
し
て
特
に

問
題
に
な
っ
て
い
る
症
例
は
全

国
で
１
７
６
件
。
多
く
の
若
い

女
性
が
辛
い
思
い
を
し
て
い
る
。

国
は
、
１
日
も
早
い
原
因
究
明

を
責
任
も
っ
て
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
併
せ
て
、
子
宮
頸
が

ん
を
始
め
と
す
る
病
気
に
対
す

る
検
診
の
受
診
率
を
飛
躍
的
に

上
昇
さ
せ
る
工
夫
も
必
須
。

7/3原口鴻巣市長上田知事に当選報告

「
な
か
や
し
き
の
思
い
」

１
期
目
の
選
挙
戦
の
中
で
も

訴
え
て
い
た
、
県
議
選
に
お
け

る
川
里
地
区
の
分
断
選
挙
区
問

題
。
い
よ
い
よ
解
消
に
向
け
た

動
き
が
始
ま
る
。
11
日
の
代
表

者
会
議
で
、
長
峰
議
長
か
ら
各

会
派
に
検
討
の
要
請
が
あ
っ
た
。

9
月
議
会
で
の
協
議
、
調
整
の

後
に
、
新
た
な
定
数
・
区
割
り

を
決
定
す
る
。
会
派
と
し
て
も
、

検
討
・
協
議
を
重
ね
し
っ
か
り

準
備
し
て
臨
み
た
い
。

7/12 埼玉新聞記事より
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★県議会へのご質問、ご意見、

ご要望 承っております。

編 集 後 記
早々とザックジャパンが敗れたとは言え、

四年に一度のサッカーの祭典は興奮します

ね。ネイマールの負傷は残念でしたが、そ

の後のコロンビアの選手や家族に対する報

復予告は日本人には想像もできないですよ

ね。明日からは寝不足の原因が一つ減りま

すが、もう四年先を目指して始まるわけで

すね。頑張れジャパンブルー。 慎一

～工事進捗状況のお知らせ～

６月２２日(日) 親学鴻巣地区会 教育講演会
「いま大切にしたいものは」 ～ヒゲ先生からのメッセージ～

鴻巣市民活動センターで開かれた、親学 教育講演会

「いま大切にしたいものは」に参加しました。講師は、

元県教育委員長の髙橋史朗先生。久しぶりに聞かせて頂

いた先生のお話しで、改めて家庭教育の重要性や親とし

てのあり様など考えさせられま

した。講演会後の意見交換では、

女性の社会参加と望ましい子育

ての狭間で、多くのお母さんが

たが悩ましく日々を送ってらっ

しゃる事も改めて知らされまし

た。今後の政治活動の糧となる

貴重な講演会でした。

昨年四月の三谷橋大間線の高崎

線アンダー部分開通に伴い、鴻巣

羽生線は通勤時間帯にかなりの渋

滞が発生している。私も整備をお

願いをしてきたが、今年度から個

所付け事業として手掛けてもらえ

ることとなった。しっかりと進め

てもらえるように頑張ります。

６月２６日(木) 鴻巣東小学校放課後子ども教室

私の母校でありわが子たちも小学生時代を過ごした、

鴻巣東小学校の放課後子ども教室を視察させていただき

ました。私は、小学校時代の恩師でもある瀬山先生の歴

史教室「鷹狩り、徳川家康ってどんな人？」に参加し、

徳川家にゆかりが深く、我が家の菩提寺でもある天照山

勝願寺を訪ねました。参加していた小学生達には少し難

しいかなという感じがしましたが、

私自身は、何だか小学生に戻った様

で楽しかったです。地域の皆さんの

お力をお借りして独自展開している

東小学校の放課後子ども教室。これ

からもますます充実していきますよ

うに、よろしくお願いします。

６月９日～１０日 会派視察

6月9日、愛知県岡崎市の株式

会社まちづくり岡崎を訪ねました。この会社は、商店街

活性化セミナー「まちゼミ」を主宰しています。37万人

を超える人口を有している岡崎市にあっても、御多分に

洩れず中心市街地はさみしい状況。そこをなんとかしよ

うと、2003年から当地では、来店客を増やす取り組みで

ある「まちゼミ」を展開しています。年間2回1ヶ月以上

の期間を設定して今では80店舗の参加を得て賑わってい

るとのことです。その場で直ぐに売り上げがあるわけで

は無くても、専門店としての信用、信頼を獲得するには

非常に興味深い取り組みだと感じました。地元の若手商

業者の皆さんと是非とも意見交換したいと思います。

6月10日、我が会派の鈴木代表が若かりし頃秘書を務

めていた、河村たかし名古屋市長を表敬訪問させていた

だきました。意気軒昂でしたよ。

6/9 ㈱まちづくり岡崎 6/10河村たかし市長表敬訪問

三谷橋方面から宮地交差点を臨む

2014/7/12

６月４日～６日 福祉保健医療委員会視察

視察最終日は、九州国際重粒子線がん治療センターを訪ねました。九州では

鹿児島に陽子線治療機関と、今日お訪ねした佐賀県鳥栖市に重粒子線治療セン

ターが開設されました。当センターは、入院施設を併設していない、通いの重

粒子線治療に特化した施設で、開所以来9ヶ月で200人

以上の患者さんに治療を施したそうです。

桶川の小野市長さんが、県会議員当時何度か一般質

問で、県立がんセンターへの導入を働きかけましたが、

本県では導入に至りませんでした。やっぱり高額です

からね！私自身も最近は、公が高額医療に特化した施

設を作るべきか否かも、難しい問題だと感じています

し、重粒子線治療を展開している群大病院もランニン

グコストに窮しているとの事。連携協力の方向かな！

３月３１日～４月２日 東日本大震災被災地視察

近隣(上尾～鴻巣)有志の県議での1年振りの被災地視

察に参加しました。今日(１日)は帰宅困難区域の浪江町

を訪ねました。やっと除染作業が始まった浪江町ですが、

正直まだこんな状況なのかと驚きました。原発事故の影

響を受けてしまった地域の抱えている問題は本当に深刻

な状況です。最終日(２日)の午後は、福島第二原発を訪

ねました。防護服に着替えて原子炉格納容器の

下まで見せていただけました。感じた事は、こ

こまで万全と思われる安全管理を施したとして

も、想定を超えた自然の猛威にあってはコント

ロールしきれない事があるという事。将来を睨

み、エネルギー政策は原発依存から巣立たなけ

ればならないと思いました。

埼玉県立がんセンター
記念講演会・式典

7月6日、昨年12月30日に開院

した県立がんセンター新病院開

院記念講演会・式典に参加しま

した。田中院長先生のお話では、

半年過ぎて運営も落ち着いてき

たとの事。頑張ってください。

東京電力㈱福島第二原子力発電所

羽生→

↑
熊谷

大宮
↓


